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1 はじめに

木造建築からなる在宅の密集、 1つのピノレ内にj吾舗・事務所などが混在する複合用途ピノレ、

自動車交通の発達で都市内に分散する石油スタン人火気使用施設の集まる繁華街など、

市は火災記対して樺々な危険を内蔵している。

小論では、弘前市の市横地を対象地域として、火気を復用する機会が多く、発火、掠となり

る火気使用施設、発火源又誌発火源とはならなくても、延焼によち火災の競携を拡大させ

ると考えられる危険物施設の分布に、建物が4密集することで安延焼する可能性が増大すること

から欝ベい率を加味し、火災の起り得る可能性が高しかっ火災の損害規模が拡大すると考

えられる火災負強地域を設定した。

次広昭和 55年から過去5年開に市街地で発生した火災の分布と、火災危険地域との対比

を試み、先の3つの要素が火災の発生と実際拡関連があるかを確かめた。そして最終的に火

災の発生頻度の高い地域及び、昭和53年記発生した火災を鰐犯とり、火災の損害規模〈こ

こでは、損響額をど目安とする。〉の大きい地域の特急を明らかにした。

方法としては、消防署から得られた資料及び議話帳から、弘前市の住宅地問を発いて分和

闘を作成し、天守閣を中心に 200メートノレ割方の方載をかけて欄数をよみ、それぞれを臨

級分けした母

2. 弘話市の火災概況

弘前市における昭和46年から昭和55年までの年間の火災発生件数の推移をみると、多

少の変動はあるものの減少。停樺額向を示している。これは、部訪機関の大災予防のための

指導が効果音あげていること、住民の防火に対する意識が高まったこと、緊急消火装震など

が装懐された石油スト…プ等が売りだされたことがあげられる。
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火災の発生原因では、タバコの火の不始末、石鴻ストープ・コンロの整備不良、取扱い不

在意が常拡多くなってい

& 火災危検地峨設定のための嬰紫

a) 危険物施設の分布

消防法で規定されている危険物は、発火性又は引火性のある石油，器鴻製品を言い、指定

数量以上の危険物を取り扱ったり貯蔵する際は、危険物縮設として届け出なければならない。

弘前市では、 55年現症で、81 8の危険物施設が存するが、その分布は比較的舌散額向

を示してし、るo 1メッシュ内に5件以上と施設が密集しているのは、下土手町地肢と代官町

・駅前2τ岳地区で、前者はデパート脂舗関係、後者はホテノレ・病院・高舗潤係の危般物施

設からなるo

b) 火気使用擁設の分布

ここでは轄に火裁を使用す

菊谷場・サウナを対象とした。

火気捜用施設が密集しているのは、

町・桶屋町、党寺町、銀座街であるa

c) 建べし

における総建物戸数 76 194戸のうち 9203%"ま木造家屋であ号、古全体とし

、ということで、飲食志、旅館・ホテル、公

弘前市の歓楽笥とよばれる鍛治可 e新鍛治

て辻火災ι対して善弘、構造をしてい

建ベい率が70-8 0婦と高い地域は、市窮地の中心部にある酪h5鋳地区、歓楽去をj地区、

とh5舗が祖在する地域である。

4. 火災危験地域の設定

危険物施設、火気梗期擁設の分布、 、率を3階級に分け、それぞれを1点から 3点主

で数{訟とし、各メッシュの総和の高いものから11聞に第l級から第4級までクラス分け

1 ) 

火災の危検度の最も高いと患われる第 1綾危換地域は、建ベい惑は 70滞以上と高く、歓

楽街地区、商肱街地玄が誌とんどで、一殻在宅は少ない地域である。 i敢に、比較的危険度の

抵いと考えられる第4殺の危険地域は、市鶴崎の南部、北部、駅裏に誌がっている粧宅地核

がほとんどであり、市街地今中心部では官公庁地区、寺院地区がこれに該当するo

円。



値一 1) 火災危険地域
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5. 火災の発生頻度と損害競摸
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弘前市の市街地では、昭和55年から退去5年間で41 1件の火災が発生し、その分布は

分散傾向を示している。(国一 2)

火災の発生した建物の利用状況を見ると住宅が57 0 6 も多く、次いで1主錨関係

1 80 2形、作業所・工場関係 807郊の，11知こ多くなってしる合

先ι設定した危換地域では、 5年期の火災発生件数の 750 65揺にあたる 311件の火災

が発生していることから、危険物及び火気控用捷設が多く、難ベい率の高い地域と火炎の発
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〈関-2) 火史発生分布
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生kは一応関連があると言えると思う。

火災が5年間で19件と最も多く している歓楽祭弛匹は、第 l級愈険地域と一致し、

5年間に3"， 4件の火災が発生している地域の大半も、第3級以上の危険地設と一致してい

る。これらの地域は、市縄地の中心部に位置し、商岩街か噂苫と住宅が混在する地域であ

昭和53年に発生した火災を例にとり、火災の損害規模〈損害額)に注目すると、市街地

の中心部で辻、歓楽積地区・駅周辺の蕗屈街地広で大規模な火災がみられるのこれらはタパ

コの不始末やコンロの取り援し よって生じた住宅・飲食広 aスナッグでの火災であ

Q
O
 



る。また、市街地の罵辺部笹田・堀酪・門外〉での大規模な火災は、自動車の務理工場や

食品加工場などで発生し、バーナー・石油ストーブのfえが危険物や鶏閤の苛黙物に引火して

規模が拡大している。工場や作業所での火災は過去 5年間で36件発魚しているが、これら

の蒐設で損害規模が大きいのは、昭和 53年に限ったことではな〈、 19 

(24873円)を上回っている。また、その発生分布も昭和 53年と同様に市街地の期辺部

にみられる。

ふまとめ

弘能市の市窮地において火災の発生頻度が高い地域は、中心部の歓楽街地区、践活街地区、

と住宅が混症する地域であることがわかった。昭和53年の火災を慨にとると、特に歓

楽街地塁、駅屑辺の商居街地区で規模の大きな火災が発生している。歓楽信地区、高出街地

匹は、人が集まりやすく、可燃物も多いだけでなく、火気使用施設 e危険物施設も密集して

いるため、このよう?と火災の発生娯j支及び損害規模が高まるものと考えられる

も、これらの地区の建物の不s懸化・消火設備の充実が盟まれる。

最後に、本論文をまとめるにあたって御指導下さいました横山先生、本野先生な

料収集の際に樽協力下さった弘前消防署総務課の方々に厚くお礼申しあげますっ
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